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儲
け
の
ヒ
ミ
ツ

■
働
か
ず
、
稼
げ
ず
、
や
る
気
も
な
い
ニ
ッ
ポ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

　
デ
ー
タ
か
ら
見
る
と
日
本
経
済
の
衰
退
ぶ
り
が
よ
く
わ
か
る
。 

「
労
働
時
間
」
バ
ブ
ル
絶
頂
期
の
１
９
８
９
年
が
、
２
１
２
０
時

間
。
２
０
２
１
年
に
は
１
６
０
７
時
間
と
２
４
％
減
少
。
ア
メ
リ

カ
や
韓
国
よ
り
も
随
分
短
い
。
働
き
方
改
革
が
働
か
せ
な
い
改
革

と
な
っ
て
い
る
。

「
平
均
賃
金
」
３
０
年
間
、
４
３
３
万
円
と
横
バ
イ
で
推
移
。
か

つ
て
世
界
２
位
か
ら
い
ま
や
２
３
位
。
先
進
国
で
は
も
ち
ろ
ん
最

下
位
。
賃
金
は
変
わ
ら
な
い
が
税
金
は
大
幅
に
増
え
実
質
賃
金
　

（
手
取
り
）
は
減
少
。

「
労
働
生
産
性
」
一
時
間
当
た
り
の
付
加
価
値
は
世
界
３
１
位
。

ア
メ
リ
カ
の
約
半
分
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
も
あ
る
が
、
何
と
い

っ
て
も
「
シ
ゴ
ト
」
に
対
す
る
姿
勢
が
根
本
問
題
。
「
志
事
」
で

は
な
く
、
言
わ
れ
た
こ
と
し
か
や
ら
な
い
「
死
事
」
に
な
っ
て
い

る
比
率
が
間
違
い
な
く
高
く
な
っ
た
。

「
仕
事
へ
の
熱
意
」
ア
メ
リ
カ
の
調
査
会
社
が
毎
年
実
施
。
日
本

は
１
４
０
ヶ
国
中
、
ダ
ン
ト
ツ
の
最
下
位
。
や
る
気
あ
る
人
間
は

わ
ず
か
６
％
。
ト
ッ
プ
は
ア
メ
リ
カ
の
３
２
％
。
こ
こ
数
年
、
毎

年
最
下
位
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
実
だ
。

　
全
て
の
企
業
が
そ
う
で
は
な
い
。
「
赤
字
は
悪
」
「
競
争
が
あ

る
か
ら
進
歩
が
あ
る
」
「
仕
事
を
通
し
て
自
ら
が
成
長
す
る
」
こ

の
よ
う
な
企
業
風
土
の
組
織
は
圧
倒
的
な
業
績
を
残
し
て
い
る
。

い
ま
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
考
え
方
や
、
仕
事
へ
取
り
組
む
姿
勢

が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。
日
本
全
体
が
甘
く
、
ゆ
る
い
世

界
へ
爆
走
し
て
い
る
。
そ
の
真
逆
を
ト
コ
ト
ン
突
き
進
む
と
こ
ろ

に
勝
機
が
あ
る
。

■
業
績
は
全
て
幹
部
で
決
ま
る

　
幹
部
と
は
部
門
経
営
者
で
あ
り
、
ミ
ニ
経
営
者
で
も
あ
る
。
与

え
ら
れ
た
目
標
を
何
が
な
ん
で
も
達
成
す
る
強
い
信
念
を
持
た
な

け
れ
ば
結
果
は
つ
い
て
こ
な
い
。
業
績
は
全
て
数
字
で
判
断
さ
れ

る
。
そ
の
業
績
を
上
げ
る
た
め
の
指
標
や
モ
ノ
サ
シ
を
ま
ず
把
握

す
る
こ
と
だ
。
幹
部
が
行
動
し
結
果
を
出
す
こ
と
で
経
営
指
標
は

大
き
く
改
善
す
る
。
そ
の
切
り
口
は
次
の
８
点
。

１
．
粗
利
益
率
の
改
善

　
粗
利
益
率
の
改
善
が
あ
っ
て
の
売
上
拡
大
は
成
長
。
粗
利
益
率

が
低
下
し
て
の
売
上
拡
大
は
膨
張
だ
。
率
と
は
質
を
表
す
。
粗
利

益
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
①
人
の
レ
ベ
ル
、
②
具
体
的
提
案
、
③

商
品
開
発
、
④
短
納
期
が
必
要
不
可
欠
。
高
い
粗
利
益
率
を
確
保

で
き
れ
ば
在
庫
、
回
収
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と
な
る
。

２
．
在
庫
の
考
え
方

　
ま
ず
は
在
庫
の
社
内
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
だ
。
少
な
い
在

庫
を
高
速
回
転
す
る
こ
と
が
理
想
。
ま
ず
在
庫
に
は
コ
ス
ト
が
か

か
る
。
①
倉
庫
代
、
②
人
件
費
、
③
金
利
、
④
廃
棄
ロ
ス
。
全
社

員
が
在
庫
は
お
金
だ
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
せ
よ
。
戦
略
的
に
在
庫
を
多
く
持
つ
な
ら
、
売
上
高
の
伸
長
、

そ
し
て
高
い
粗
利
益
率
で
の
販
売
が
キ
メ
テ
と
な
る
。

３
．
徹
底
し
た
回
収
管
理

　
売
上
を
い
く
ら
伸
ば
し
て
も
回
収
が
遅
れ
る
と
資
金
繰
り
が
悪

化
す
る
。
当
然
の
こ
と
だ
。
「
勘
定
合
っ
て
銭
足
ら
ず
」
と
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
。
特
に
最
近
、
倒
産
件
数
が
急
激
に
増
加
し
て
い

る
。
完
全
回
収
す
る
に
は

①
顧
客
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ
く
鋭
い
洞
察
力

②
取
引
契
約
書
の
作
成

③
与
信
枠
の
設
定
と
厳
守

④
顧
客
と
の
信
頼
関
係
（
支
払
い
の
優
先
権
）

以
上
４
点
。

４
．
損
益
分
岐
点
の
把
握

　
損
益
分
岐
点
と
は
収
益
が
ト
ン
ト
ン
と
な
る
時
の
売
上
高
だ
。

ま
ず
月
度
の
販
管
費
を
把
握
す
る
。
例
え
ば
毎
月
５
０
０
万
円
の

部
門
販
管
費
だ
と
す
る
。
予
想
粗
利
益
率
が
３
０
％
と
す
る
と
５

０
０
万
円
／
（
０
．
３
）
＝
１
６
６
６
万
円
（
変
動
費
を
除
く
、

簡
易
的
計
算
方
法
）
と
な
る
。
そ
れ
を
部
門
全
員
が
認
識
す
る
と

意
識
と
行
動
が
変
わ
り
、
収
益
力
高
い
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

実
際
、
収
益
力
が
高
い
組
織
は
毎
月
、
２
０
日
前
後
に
は
、
損
益

分
岐
点
を
越
え
て
く
る
も
の
だ
。
損
益
分
岐
点
を
下
げ
る
に
は
、

①
売
上
目
標
の
達
成
、
②
販
管
費
の
圧
縮
、
③
粗
利
益
率
の
改
　

善
。
こ
の
３
点
し
か
な
い
。

５
．
Ｐ
Ｈ
　
（
一
人
当
た
り
生
産
性 

）
経
営
の
推
進

　
一
人
当
た
り
の
粗
利
益
を
最
大
化
す
る
こ
と
だ
。
理
想
は
、
少

数
精
鋭
。
し
か
し
落
と
し
穴
も
あ
る
。
一
人
当
た
り
の
Ｐ
Ｈ
を
伸

ば
し
た
い
が
為
、
人
を
コ
ス
ト
と
し
て
み
な
す
傾
向
が
あ
る
。
増

員
を
避
け
る
幹
部
も
見
受
け
ら
れ
る
。
人
は
戦
略
投
資
と
し
て
位

置
づ
け
る
こ
と
だ
。
一
人
当
た
り
の
Ｐ
Ｈ
は
３
年
間
で
２
０
％
、

伸
長
す
る
こ
と
が
目
標
。

６
．
労
働
分
配
率

　
労
働
分
配
率
と
は
、
売
上
総
利
益
（
粗
利
益
）
に
対
す
る
人
件

費
の
比
率
。
全
国
の
中
小
企
業
の
労
働
分
配
率
は
７
０
％
程
度
。

一
方
、
大
手
企
業
は
３
８
％
と
か
な
り
差
が
あ
る
。
通
常
６
５
％

を
超
え
る
と
赤
字
に
転
落
し
て
し
ま
う
。
大
企
業
は
賃
上
げ
余
力

は
高
い
。
一
方
、
中
小
企
業
は
と
て
つ
も
な
く
厳
し
い
。
赤
字
で

持
続
的
な
賃
上
げ
は
不
可
能
。
適
正
な
労
働
分
配
率
を
実
現
す
る

に
は
、
①
売
上
目
標
の
達
成
、
②
付
加
価
値
高
い
商
品
開
発
（
高

粗
利
益
率
商
品
）
、
③
仕
事
の
合
理
化
と
部
門
間
の
連
携
強
化
、

④
一
人
当
た
り
の
生
産
性
向
上
。
以
上
４
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
　

る
。

７
．
自
己
資
本
比
率

　
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
経
営
が
安
定
す
る
。
キ
ー
エ
ン
ス
の
自

己
資
本
比
率
は
な
ん
と
９
５
％
、
ユ
ニ
ク
ロ
が
４
５
％
。
３
０
％

を
超
え
る
と
ま
ず
ま
ず
。
自
己
資
本
比
率
を
高
め
る
に
は
、
し
っ

か
り
利
益
を
上
げ
、
納
税
す
る
こ
と
に
つ
き
る
。

８
．
総
資
産
経
常
利
益
率 

（
Ｒ
Ｏ
Ａ 

）

　
一
般
の
幹
部
に
は
聞
き
な
れ
な
い
指
標
だ
。
企
業
の
総
資
産
、

つ
ま
り
会
社
が
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
資
産
（
現
金
、
在
庫
、
設

備
、
借
金
、
売
掛
）
で
ど
れ
だ
け
の
経
常
利
益
率
を
確
保
で
き
る

か
、
で
あ
る
。
合
格
ラ
イ
ン
は
１
０
％
。
欧
米
企
業
に
比
べ
て
日

本
企
業
の
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
か
な
り
低
い
。
経
営
の
効
率
性
を
示
す
指
標

で
あ
る
。
Ｒ
Ｏ
Ａ
を
高
め
る
に
は
①
経
常
利
益
を
最
大
化
す
る
、

②
資
産
の
圧
縮
、
と
り
わ
け
在
庫
、
売
掛
を
圧
縮
す
る
。
以
上
２

点
が
重
要
。

■
経
営
と
は
人
を
育
て
純
資
産
を
最
大
化
す
る
こ
と

 

「
納
税
こ
そ
最
大
の
節
税
」
「
最
強
の
社
会
貢
献
と
は
納
税
の

義
務
と
雇
用
を
守
る
こ
と
」
。
２
０
代
半
ば
か
ら
生
意
気
な
こ
と

を
親
子
以
上
に
年
の
離
れ
た
経
営
者
に
熱
く
語
っ
て
い
た
も
の
だ

し
か
し
、
時
代
は
変
わ
れ
ど
、
そ
の
原
理
原
則
は
全
く
変
わ
ら
な

い
。
経
営
と
は
ゴ
ー
ル
の
な
い
マ
ラ
ソ
ン
。
い
ま
の
幹
部
が
次
世

代
を
育
成
し
、
し
っ
か
り
タ
ス
キ
を
渡
す
こ
と
が
肝
要
。
そ
の
た

め
に
も
幹
部
は
経
営
知
識
と
経
営
指
標
を
持
ち
実
践
で
役
立
て
る

べ
き
だ
。
　
　
　
（
株
式
会
社
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
　
国
吉
拡
）
　

　

創
刊
よ
り
２
７
年
（
第
１
号
１
９
９
６
年
１
０
月
）

国
吉
拡
の
実
例
中
心
経
営
情
報
ニ
ュ
ー
ス

幹
部
の
動
き
で
経
営
指
標
が
改
善
し
利
益
体
質
に
変
わ
る

ワンポイントトーク【幹部が数字に強くなり、努力の方向性を具体的に示すことが重要だ！】
。


